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ご紹介：  
 

パラグライダー市場にはいろいろな製品があふれています。消費者であるパイロットはその飛行特性や分類カテゴリーを簡単に知ることができま

すが、一方で、生産品質、製品素材、メーカー自身の資質やサービスの質を見分けることはかなり難しくなっています。 
このレポートは、ディーラーの皆様に、機体の品質をどうやって見分けるか、お客様へどのようにしてその情報を伝えるか、についての重要なコ

ツを明らかにするものです。 

 
長年の経験を持つ ICARO開発陣は、単に最新の素材やその取扱いに精通しているだけでなく、他のメーカーがいかにしてパイロットが見落としそ

うなところを安く仕上げているか、についてもよく知っています。 
このセールスガイドでは、現在における最高のメーカーを目指す ICARO社によって、現在における最高の素材を用いて製作された｢完全な｣機体を
前提としています。ただ、このような厳しい基準を満たしていない場合でも、その機体の飛びが悪いとは限りません。しかし大抵は耐久性や強度

に制限が生じ、それがはっきりするのは多くのフライトが行われた後のことです。多くのパイロットが 1年間に 50本も飛ばないことを考えると、
パイロットがこの品質の違いに気づき、あるいは実感するまでに 1年間、あるいはそれ以上かかってしまう事になります。 
これに対して、アクロが好きで、飛べない日はグラハンに精を出し、セーフティートレーニングにも参加するようなパイロットなら、数本のフラ

イトで品質の違いを見抜くかも知れないでしょう。 
以前に比べてもパイロットの収入に対して機体の価格は安くないものになっています。ですから、誰もがその機体の本当の値打ちを知ることがで

きて、それにいくら払おうとしているかを理解できることが大切です。 

機体が売れるということは、パイロットがそのメーカーや認定機関を信頼しているという証でもあります。なんと言ってもパイロット自身の命を

託すわけですから。 
このガイドに記載されている品質の違いについて、不必要なことであると言っているメーカーもあります。販売されている機体の中でも少なくと

も何機かについては「適切に」使用されている限りは原則的に間違いではないのですが、自社の機体を愛してくれるパイロットのことを理解し、

長期にわたってクロスカントリーやアクロの機会を与えているメーカーとの違いはないのでしょうか？	
 できるだけ完全な機体を製作しようとい

う ICARO社の努力は、つまり、メーカーがパイロットに対してどれだけの責任を感じているかという事の表れであるのです。 

（２） 



【機体細部】  

・製作精度 

（従来機） （ICARO機） 

・前縁および後縁における縫製糸の張り 

（ICARO機） 
（従来機） 
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・翼内部の縫製	
 ① 

（ICARO機） 
（従来機） 

・翼内部の縫製	
 ② 

（ICARO機） （従来機） 
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・翼内部の縫製	
 ③ 

（ICARO機） 
（従来機） 

・翼前縁の縫製 

（ICARO機） （従来機） 
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・翼上面の縫製 

（ICARO機） （従来機） 

・翼後縁へのブレークライン取付け縫製 

（ICARO機） （従来機） 
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・ライン端末縫製処理	
 ① 

（ICARO機） （従来機） 

・ライン端末縫製処理	
 ② 

（ICARO機） （従来機） 
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・ライン端末縫製処理	
 ③ 

（ICARO機） （従来機） 

・ライン止めラピットリンク 

（ICARO機） （従来機） 
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 ・ラインストッパー 

（ICARO機） （従来機） 

最後に：  
まだまだ数え切れないほどの多くの違いがあり、それは機体の全ての箇所におよびます。 
しかし、機体本体だけでなく、機体供給のサービスと納期もまた重要です。 
ICARO社では全ての製品を、パイロットの皆様をお待たせすることなくお渡しできるよう、努めています。 

 
ICARO社では常に皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。 
ICARO 社はディーラーの皆様とともに仕事ができることを喜びとしています。そして、皆様が同じく喜びを感じ、ICARO ブランドを販売するこ

とを誇りとしいただけるよう願っています。 
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